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【出願番号】特願2007-72505(P2007-72505)
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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成21年4月6日(2009.4.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ゲルで形成され少なくとも一つの平面または凸状の面を有しこの面が吸着面とされる吸
盤本体と、
　前記吸盤本体に設けられ前記吸盤本体の形状の保持性を高める形状保持部材と、
　前記吸盤本体に連結され前記吸着面の中央に対して交差する方向で前記吸着面が設けら
れた箇所と反対に位置する前記吸盤本体の箇所から突出する中心軸と、
　を有することを特徴とする吸盤。
【請求項２】
　前記形状保持部材は、前記吸盤本体が変形された際に元の形状に復帰する方向に付勢す
る弾性を有している、
　ことを特徴とする請求項１記載の吸盤。
【請求項３】
　前記形状保持部材は、前記吸盤本体の内部に埋め込まれている、
　ことを特徴とする請求項１記載の吸盤。
【請求項４】
　前記吸盤本体は、前記吸着面と反対の箇所に位置する背面を有し、
　前記形状保持部材は前記背面に取着されている、
　ことを特徴とする請求項１記載の吸盤。
【請求項５】
　前記形状保持部材は、従来の吸盤を構成するゴムに比べて硬度および弾性係数が大きい
材料で形成されている、
　ことを特徴とする請求項１記載の吸盤。
【請求項６】
　前記形状保持部材は、金属、または、カーボン材、または、繊維強化プラスチックから
形成されている、
　ことを特徴とする請求項１記載の吸盤。
【請求項７】
　前記形状保持部材は、前記吸盤本体の中央に位置する中央部と、前記吸盤本体の中央を
除く残りの環状部分に位置する環状部とを有している、
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　ことを特徴とする請求項１記載の吸盤。
【請求項８】
　前記形状保持部材は、弾性を有する細い棒材が前記吸着面の形状に対応した形状で網状
に組まれた網状部材で構成されている、
　ことを特徴とする請求項１記載の吸盤。
【請求項９】
　前記形状保持部材は、弾性を有する細い棒材が前記吸着面の形状に対応した形状で渦巻
状に巻回されて構成されている、
　ことを特徴とする請求項１記載の吸盤。
【請求項１０】
　前記形状保持部材は、弾性を有する細い棒材または薄い板材からなり前記吸着面の中心
と同軸上に配置された直径の異なる複数の環状体と、弾性を有する細い棒材または薄い板
材からなり前記吸着面の中心から前記吸盤本体の外周に向かう方向に沿って延在し前記複
数の環状体を連結する連結体とで構成されている、
　ことを特徴とする請求項１記載の吸盤。
【請求項１１】
　前記形状保持部材は、弾性を有する薄い板材からなり前記吸着面の形状に対応した形状
の片体を有し、
　前記片体は、複数の開口と、前記開口を縁取る幅の小さい細巾片とで形成されている、
　ことを特徴とする請求項１記載の吸盤。
【請求項１２】
　前記形状保持部材は、弾性を有する薄い板材からなり前記吸盤本体の中央から前記吸盤
本体の外周に向かって放射状に延びる互いに切り離された複数の片体で構成されている、
　ことを特徴とする請求項１記載の吸盤。
【請求項１３】
　前記中心軸は前記形状保持部材に連結されている、
　ことを特徴とする請求項１記載の吸盤。
【請求項１４】
　前記中心軸は硬質な合成樹脂または金属で構成されている、
　ことを特徴とする請求項１記載の吸盤。
【請求項１５】
　前記吸盤本体は、前記吸着面と反対の箇所に位置し前記吸着面に対応した輪郭の背面を
有し、
　前記中心軸は、前記背面の中央部から前記吸着面の軸心に沿って前記背面から離れる方
向に突設されている、
　ことを特徴とする請求項１記載の吸盤。
【請求項１６】
　前記吸盤本体は、前記吸着面と反対の箇所に位置し前記吸着面に対応した輪郭の背面を
有し、
　前記中心軸は、前記背面の中央部から前記吸着面の軸心に沿って前記背面から離れる方
向に突設され、
　前記形状保持部材は、前記吸盤本体の内部に埋め込まれ、
　前記中心軸の基端に該中心軸よりも大径のフランジが設けられ、
　前記フランジと前記形状保持部材とは連結されている、
　ことを特徴とする請求項１記載の吸盤。
【請求項１７】
　前記吸盤本体は、前記吸着面と反対の箇所に位置し前記吸着面に対応した輪郭の背面を
有し、
　前記中心軸は、前記背面の中央部から前記吸着面の軸心に沿って前記背面から離れる方
向に突設され、
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　前記中心軸の基端は前記吸盤本体の内部に埋め込まれて固定され、
　前記形状保持部材は、弾性を有する薄い板材からなり前記吸盤本体の中央から前記吸盤
本体の外周に向かって放射状に延びる互いに切り離された複数の片体で構成され、
　前記形状保持部材は、前記吸盤本体の内部に埋め込まれて配設され、
　前記複数の片体が前記吸盤本体の中央に位置する部分と前記中心軸の基端とは連結され
ている、
　ことを特徴とする請求項１記載の吸盤。
【請求項１８】
　前記吸盤本体は、前記吸着面と反対の箇所に位置し前記吸着面に対応した輪郭の背面を
有し、
　前記中心軸は、前記背面の中央部から前記吸着面の軸心に沿って前記背面から離れる方
向に突設され、
　前記中心軸の基端と前記形状保持部材とは連結され、
　前記中心軸の基端と前記形状保持部材とは前記吸盤本体の背面に取着されている、
　ことを特徴とする請求項１記載の吸盤。
【請求項１９】
　吸盤と、取り付け台と、変位機構とを有し、
　前記吸盤は、
　ゲルで形成され少なくとも一つの平面または凸状の面を有しこの面が吸着面とされる吸
盤本体と、
　前記吸盤本体に設けられ前記吸盤本体の形状の保持性を高める形状保持部材と、
　前記吸盤本体に連結され前記吸着面の中央に対して交差する方向で前記吸着面が設けら
れた箇所と反対に位置する前記吸盤本体の背面から突出する中心軸とを有し、
　前記取り付け台は、物品が取着される取り付け部と、前記吸盤本体の前記背面の外周部
または前記背面の外側で前記吸着面が吸着される被吸着面に当接可能な当接部を有し、
　前記変位機構は、前記取り付け台と前記中心軸とにわたって設けられ、前記吸着面が被
吸着面に密着しかつ前記当接部が前記背面の外周部または前記背面の外側で前記吸着面が
吸着される被吸着面に当接した状態で前記中心軸を前記吸着面から離れる方向に変位させ
る、
　ことを特徴とする吸盤装置。


	header
	written-amendment

